
　

Ｐ
Ｍ
２
・
５
と
は
、
大
気
中
に
浮
遊
し
て
い
る
２
・
５
マ
イ
ク
ロ

メ
ー
ト
ル
以
下
の
小
さ
な
粒
子
の
こ
と
で
、
大
気
汚
染
物
質
の
一
つ
。

非
常
に
小
さ
い
た
め
、
肺
の
奥
深
く
ま
で
入
り
や
す
く
、
健
康
被
害
を

起
こ
す
可
能
性
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

保有地を売却します

公
社
の
沿
革

昭
和
36
年
／
財
団
法
人
旭
市
開
発
協

会
の
設
立

昭
和
48
年
／
財
団
法
人
旭
市
開
発
振

興
公
社
の
設
立（
旭
市
開
発
協
会
の

業
務
を
承
継
す
る
）

昭
和
56
年
／
旭
市
土
地
開
発
公
社
の

設
立（
旭
市
開
発
振
興
公
社
の
業
務

を
承
継
す
る
）

果
た
し
て
き
た
役
割
と
現
状

　
土
地
の
価
格
が
右
肩
上
が
り
に
上

昇
し
た
時
代
、
市
民
福
祉
や
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
、
必
要
な

土
地
を
地
価
が
値
上
が
り
す
る
前
に

確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

う
し
た
時
代
背
景
で
公
社
は
設
立
さ

れ
、
道
路
用
地
な
ど
の
公
共
用
地
を

市
に
代
わ
り
先
行
取
得
し
、
ま
ち
づ

く
り
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た

工
業
団
地
や
住
宅
用
地
の
造
成
・
販

売
な
ど
を
行
い
、
市
の
人
口
拡
大
や

「
高
い
濃
度
に
な
る
」
と

予
想
さ
れ
る
と
き

　
千
葉
県
が
国
の
暫
定
指
針
に
基
づ

き
、
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
濃
度
が
一
日
平

均
、
１
㎥
当
た
り
70
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ

ム
を
超
え
る
と
予
想
さ
れ
る
場
合
、

注
意
喚
起
の
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
情
報
提
供
が
行
わ
れ

た
場
合
、
防
災
行
政
無
線
な
ど
に
よ

り
広
報
を
行
い
ま
す
。

注
意
喚
起
の
情
報
提
供
が

発
信
さ
れ
た
と
き
は

●
不
要
な
外
出
や
屋
外
で
の
長
時
間

の
激
し
い
運
動
を
控
え
る
。

●
換
気
や
窓
の
開
閉
は
最
小
限
に
す

る
。

●
外
出
時
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。

●
子
ど
も
や
高
齢
者
、
呼
吸
器
系
の

弱
い
人
は
、
体
調
の
変
化
に
注
意

し
な
が
ら
慎
重
に
行
動
す
る
。

※
県
内
の
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
測
定
結
果

や
注
意
喚
起
情
報
の
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
く
わ
し
い
内
容

は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http: 

//w
w
w
.pref.chiba.lg.jp/

）

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

産
業
振
興
に
も
か
か
わ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
近
年
の
地
価
の
下
落
・

低
迷
に
よ
り
、
公
共
用
地
の
先
行
取

得
の
必
要
性
が
低
下
し
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
平
成
19
年
度
を
最
後
に
用
地

取
得
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

公
社
の
解
散
決
定

　
こ
う
し
た
中
、
10
月
４
日
の
公
社

理
事
会
で
、
近
年
の
地
価
の
継
続
的

下
落
傾
向
や
公
共
用
地
の
需
要
度
、

公
社
経
営
で
の
土
地
を
先
行
取
得
す

る
意
義
が
薄
れ
て
き
た
こ
と
な
ど
の

理
由
に
よ
り
、
解
散
の
同
意
を
得
ま

し
た
。
そ
の
後
、
旭
市
議
会
第
４
回

定
例
会
に
お
い
て
、
公
社
の
解
散
に

つ
い
て
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
流
れ

　

公
社
の
資
産（
債
務
）の
清
算
を

行
っ
た
後
、
千
葉
県
知
事
に
公
社
の

解
散
認
可
を
申
請
し
、
解
散
す
る
予

定
で
す
。
な
お
残
余
財
産
は
、
公
社

を
設
立
し
た
旭
市
に
帰
属
し
ま
す
。

　
市
に
代
わ
っ
て
公
共
用
地
を
取
得
す
る
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
の
一
翼

を
担
っ
て
き
た
公
社
で
す
が
、
解
散
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

旭
市
土
地
開
発
公
社

解
散  
保
有
地
を
売
却

問
い
合
わ
せ
先

旭
市
土
地
開
発
公
社（
商
工
観
光

課
労
政
工
業
班
内
）

☎
62
‐
５
３
４
０

　旭市土地開発公社が保有する土地を、一
般競争入札により売却します。
　最低売却価格や申し込み方法などについ
ては、青年の家１階にある公社で配布して
いる売却要領に記載しています。
※�要領は市ホームページからもダウンロー
ド可。

※�用途地域はいずれも第一種住居地域で、
建ぺい率60%、容積率200%となります。
なお２筆一括（809㎡）での公売です。
申込期間／12月２日(月) 〜11日(水)
※土・日曜日は除く。
入札日／12月13日(金)

所在地 公簿
地目

現況
地目 面積

鎌数字川西二番10785-2 山林 雑種地 138㎡
鎌数字川西二番10834 山林 雑種地 671㎡

〈売却物件〉

微
小
粒
子
状
物
質

（
Ｐ
Ｍ
２
・
５
）に
注
意

微
小
粒
子
状
物
質

（
Ｐ
Ｍ
２
・
５
）に
注
意

マスクを用意しておくと
いいかも問

い
合
わ
せ
先

県
環
境
生
活
部
大
気
保
全
課

☎
０
４
３
‐
２
２
３
‐
３
８
５
７

市
環
境
課
環
境
政
策
班

☎
62
‐
５
３
２
８
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